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四

米
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及
び
Ｅ
Ｕ
に
お
け
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個
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情
報
保
護
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組
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に
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五

Ｅ
Ｕ
の
個
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保
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指
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制
定
と
米
国
の
対
応

六
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ハ
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「
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
協
定
」
の
構
成

八

む
す
び

一

は
じ
め
に

情
報
通
信
技
術
の
飛
躍
的
な
発
達
に
よ
り
、
効
率
的
な
情
報
の
収
集
、
蓄
積
、
及
び
利
用
が
可
能
に
な

っ
た
。
同
時
に
、
実
社
会
に
お
い
て
流
通
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
電
子

情
報
と
し
て
世
界
規
模
で
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
経
済
及
び
産
業
構
造
も
著
し
い
変
化

を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。

近
年
、
個
人
情
報
保
護
を
め
ぐ
る
問
題
が
極
め
て
重
要
な
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背

景
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
処
理
能
力
の
向
上
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
普

及

、
そ
し
て
、
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
情
報
の
処
理

（
一

）

態
様
を
め
ぐ
る
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
に
伴
い
新
た
な
問
題
が
発
生
し
、
事
態
の
深
刻
化
が
一
層
顕
著

な
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
と
制
度

的
な
相
違
点
を
主
に
米
国
と
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
取
組
み
を
軸
と
し
て
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
我
が
国
に
お
け

る
個
人
情
報
保
護
制
度
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
の
一
助
と
し
た
い
。

二

個
人
情
報
保
護
の
概
念
的
背
景

個
人
情
報
保
護
の
問
題
は
、
一
般
的
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
保
障
と
同
一
の
も
の
と
し
て
論
じ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。

確
か
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
は
、
当
初
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
に
よ
る
私
生
活
へ
の
干
渉
に
対
す
る

個
人
の
保
護
を
目
的
と
し
て

「
ひ
と
り
で
居
さ
せ
て
も
ら
う
権
利
」
と
い
う
消
極
的
な
権
利
概
念
で
登

、

場
し
、
そ
の
後
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
大
量
の
情
報
が
処
理
さ
れ
蓄
積
さ
れ
る
デ
ー
タ
バ
ン
ク
社
会

の
到
来
に
よ
り
、
個
人
情
報
の
最
大
の
保
有
者
た
る
行
政
機
関
に
対
し
て
、
自
ら
に
関
す
る
情
報
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
保
障
す
る
権
利
が
求
め
ら
れ
た
結
果

「
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
」
と
し
て
定
義
さ
れ

、

る
権
利
概
念
が
登
場
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
よ
っ
て

「
自
己
情
報
（
個
人
情
報

」
の
コ
ン
ト
ロ
ー

、

）

ル
こ
そ
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
保
護
法
益
の
中
核
を
な
す
も
の
と
把
握
さ
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

権
利
の
保
障
と
個
人
情
報
保
護
は
、
ま
っ
た
く
同
義
の
概
念
で
あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
個
人
情
報
保

護
と
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
保
障
そ
の
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
に
は
、
不
法
行
為
法
上
の
権
利
と
し
て
生
成
及
び
発
展
を
遂
げ
た
権

、

。

、

利
と

憲
法
上
の
権
利
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
権
利
の
二
つ
の
側
面
が
存
在
す
る

さ
ら
に

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
う
概
念
に
は
、
個
人
情
報
の
み
な
ら
ず
、
単
な
る
個
人
の
私
的
な
事
柄
や
、
私
的
な

事
柄
に
関
す
る
選
択
の
自
由
な
ど
、
外
部
か
ら
の
干
渉
を
受
け
な
い
領
域
や
自
由
な
ど
の
属
性
が
含
ま
れ

る
。
一
方
、
個
人
情
報
と
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
う
存
在
を
構
成
す
る
諸
対
象
の
集
合
の
一
部
を
構
成

す
る
概
念
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
内
包
さ
れ
る
概
念
に
す
ぎ
な
い
。

ゆ
え
に
、
個
人
情
報
保
護
と
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
保
障
の
一
側
面
の
こ
と
を
い
う
も
の
と
把

握
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

三

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
、
個
人
情
報
の
保
護
を
主
た
る
目
的
と
す
る
法
令
や
自
主
規
制
に
基
づ
き
、

個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
と
保
護
を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
の
こ
と
を
い
う
。

個
人
情
報
の
保
護
を
目
的
と
し
た
法
令
の
立
法
方
式
は
、(

ａ)

オ
ム
ニ
バ
ス
方
式
、(

ｂ)

セ
グ
メ
ン
ト

公
的
部
門
及
び
民
間
部
門
の
両

方
式
、
及
び(

ｃ)

セ
ク
ト
ラ
ル
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、(

ａ)

は
、

者
を
、
一
つ
の
法
律
に
よ
っ
て
包
括
的
に
規
制
の
対
象
と
す
る
方
式
、(

ｂ)

は
、
公
的
部
門
と
民
間
部
門

を
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
法
律
に
よ
っ
て
規
制
の
対
象
と
す
る
方
式
、
そ
し
て
、(

ｃ)

は
、
規
制
の
対
象
を

限
定
し
て
個
別
領
域
毎
に
規
制
を
行
う
方
式
で
あ
る
。

近
年
、
個
人
情
報
保
護
を
目
的
と
し
た
法
律
を
制
定
す
る
国
に
お
い
て
は
、
オ
ム
ニ
バ
ス
方
式
に
よ
る

。

、

。

保
護
法
の
制
定
が
主
流
と
な
っ
て
い
る

そ
の
理
由
と
し
て
は

大
き
く
四
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る

（

）
二

一
点
目
は
、
電
子
商
取
引
の
促
進
で
あ
る
。
電
子
商
取
引
へ
の
取
り
組
み
を
国
策
と
し
て
推
進
し
て
い

る
国
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
必
要
な
施
策
の
一
環
と
し
て
個
人
情
報
保
護
も
含
め
た
包
括
法
の
制
定
が
行

わ
れ
て
い
る
。

二
点
目
は
、
Ｅ
Ｕ
の
個
人
デ
ー
タ
保
護
指
令
（
後
述
）
へ
の
対
応
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
同
指
令
に

い
う
「
十
分
な
レ
ベ
ル
の
保
護
」
基
準
に
適
合
し
た
個
人
情
報
保
護
法
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ

加
盟
諸
国
と
の
通
商
の
阻
害
要
因
を
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
法
律
を
整
備
す
る
国
が
増
え
て
い

る
。三

点
目
は
Ｅ
Ｕ
へ
の
加
盟
へ
向
け
た
対
応
の
一
環
で
あ
る
。
欧
州
に
お
い
て
Ｅ
Ｕ
未
加
盟
の
国
は
、
Ｅ

Ｕ
指
令
に
い
う
第
三
国
と
み
な
さ
れ
る
た
め
、
同
指
令
の
要
求
す
る
「
十
分
な
レ
ベ
ル
の
保
護
」
の
基
準

を
満
た
す
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
将
来
的
な
Ｅ
Ｕ
の
加
盟
へ
向
け
た
国
内
法
の
整
備
の
一
環
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ

加
盟
国
と
同
等
の
個
人
情
報
保
護
法
の
整
備
を
行
い
つ
つ
あ
る｡

、

、

。

、

、

そ
し
て

四
点
目
は

過
去
の
不
法
行
為
に
対
す
る
救
済
で
あ
る

中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

南
ア
メ
リ
カ

及
び
南
ア
フ
リ
カ
の
各
諸
国
に
お
い
て
は
、
旧
独
裁
政
権
下
に
お
い
て
生
じ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
対

す
る
救
済
を
目
的
と
し
て
保
護
法
が
制
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

四

米
国
及
び
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
へ
の
取
組
み
に
お
け
る
相
違
点

多
く
の
諸
外
国
に
お
い
て
個
人
情
報
保
護
へ
の
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
米
国
と
Ｅ

Ｕ
の
取
組
み
は
、
制
度
的
に
み
て
両
極
に
あ
る
。

は
じ
め
に
、
前
述
の
立
法
方
式
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
米
国
が
セ
ク
ト
ラ
ル
方
式
を
採
用
し
、
Ｅ
Ｕ
諸

国
が
オ
ム
ニ
バ
ス
方
式
に
よ
る
個
人
情
報
保
護
法
を
制
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
米
国
は
個
別
領
域
毎
に

、

。

法
律
を
制
定
す
る
一
方
で

民
間
部
門
に
お
い
て
は
自
主
規
制
を
中
心
と
し
た
取
組
み
を
尊
重
し
て
き
た

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
個
人
情
報
の
処
理
を
実
施
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
事
業
者
を

管
理
す
る
た
め
の
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
、
米
国
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
に
つ
い
て
は
裁
判
に
よ
っ
て
救
済
を
与
え
て
き
た
背
景
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
よ
う
な
登
録
制
や
監
督

機
関
を
設
置
せ
ず
に
、
個
人
情
報
の
漏
洩
や
不
正
利
用
な
ど
結
果
不
法
に
至
っ
た
場
合
に
司
法
上
の
救
済

に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
い
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

。

（
三
）

次
に
、
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
考
え
方
も
根
本
的
に
異
な
る
。
例
え
ば
、
両
者
が
こ
の
問
題
に
つ
い

て
論
じ
る
際
に
用
い
て
い
る
用
語
か
ら
し
て
も
、
米
国
で
は

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー(

)

」
の
保
護
と

、

privacy

い
う
用
語
を
用
い
、
一
方
、
欧
州
で
は

「
デ
ー
タ
保
護(

)

」
と
い
う
用
語
が
用
い

、

data
proctection

（
四
）
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ら
れ
て
い
る
点
か
ら
し
て
も
、
両
者
の
個
人
情
報
保
護
に
対
す
る
考
え
方
は
全
く
異
な
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る

。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

「
個
人
デ
ー
タ
の
高
潔
性(

)

」
を
保
護
す
る
こ
と
を

（
五

）

、

sanctity

当
初
か
ら
目
的
と
し
て
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
米
国
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ウ
ォ
ー
レ
ン

・
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
論
文
に
端
を
発
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
保
障
の
一
環
と
し
て
、
個
人
情
報
保

護
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

。

（
六
）

さ
ら
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
又
は
デ
ー
タ
保
護
を
め
ぐ
る
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背

景
も
大
き
く
異
な
る
。
両
者
と
も
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
、
個
人
情
報
保
護
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
米
国
に
お
い
て
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
保
障
が

様
々
な
側
面
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
か
ら
、
私
生
活
へ
の
干
渉
を

受
け
な
い
権
利
、
そ
し
て
、
自
ら
に
関
す
る
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
に
至
る
ま
で
、
個
人
の
自

律
及
び
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
根
拠
に
様
々
な
自
由
が
権
利
と
し
て

主
張
さ
れ
て
き
た
と
い
う
背
景
が
あ
る
。

一
方
、
欧
州
に
お
い
て
は
、
米
国
に
お
け
る
よ
う
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
め
ぐ
る
議
論
よ
り
も
、

む
し
ろ

「
デ
ー
タ
保
護
」
と
い
う
用
語
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
議
論
の
対
象
と
な
る
問
題
が
、
個

、

人
デ
ー
タ
の
取
得
か
ら
処
理
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
過
程
に
お
け
る
規
制
の
問
題
に
限
定
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。

五

Ｅ
Ｕ
の
個
人
デ
ー
タ
保
護
指
令
の
制
定
と
米
国
の
対
応

五
ー
一

Ｅ
Ｕ
の
個
人
デ
ー
タ
保
護
指
令

欧
州
に
お
い
て
は
、
域
内
諸
国
が
個
別
に
個
人
情
報
保
護
法
を
制
定
す
る
一
方
で
、
経
済
協
力
開
発
機

構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ)

が
、
一
九
八
〇
年
九
月
二
三
日
に

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
個
人
デ
ー
タ
の
国
際
流

、

通
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
理
事
会
勧
告

（
以
下

「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と

（
七
）

」

、

い
う

）
を
採
択
し
た
翌
年
に
、
欧
州
評
議
会
が

「
個
人
デ
ー
タ
の
自
動
処
理
に
係
る
個
人
の
保
護
に

。

、

関
す
る
条
約

（
以
下

「
デ
ー
タ
保
護
条
約
」
と
い
う

）
を
発
布
し
、
一
九
八
五
年
に
発
効
し
て
い

（
八
）

」

、

。

る
。そ

の
た
め
、
域
内
諸
国
に
お
け
る
保
護
法
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
デ
ー
タ
保
護
条
約
に
沿

一
九
九
三
年
一
一
月
一
日
に
欧
州
連
合
条
約
（
マ
ー
ス

っ
て
国
内
の
法
整
備
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

ト
リ
ヒ
ト
条
約
）
の
発
効
に
よ
り
、
加
盟
国
の
個
人
情
報
保
護
制
度
の
調
整
を
図
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

「
個
人
デ
ー
タ
処
理
に
係
る
個
人
の
保
護
及
び
当
該
デ
ー
タ

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
一
九
九
五
年
に
、

」

の
自
由
な
移
動
に
関
す
る
一
九
九
五
年
一
〇
月
二
四
日
の
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
の

指
令

95/46/E
C

（

）
九

（
以
下

「
Ｅ
Ｕ
指
令
」
と
い
う

）
が
採
択
さ
れ
た

。

、

。

（
十
）

Ｅ
Ｕ
指
令
の
目
的
は
、
①
個
人
情
報
の
「
処
理
」
に
関
し
て
個
人
を
保
護
す
る
こ
と
、
及
び
②
Ｅ
Ｕ
域

内
に
お
け
る
個
人
情
報
の
自
由
な
流
通
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
お
い
て
は
、

適
正
な
取
扱
い
及
び
保
護
の
対
象
と
な
る
個
人
情
報
を
、
個
人
情
報
及
び
そ
の
取
り
扱
い
関
連
事
項
の
定

義
（
二
条

、
デ
ー
タ
の
質
（
六
条

、
及
び
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
・
デ
ー
タ
（
八
条
）
に
よ
り
明
確
に
し
た

）

）

上
で
、
責
任
あ
る
管
理
者
（
一
九
条
、
一
八
条
）
の
下
で
、
安
全
（
一
七
条
）
か
つ
合
法
的
な
デ
ー
タ
処

理
（
七
条
、
一
〇
条
、
及
び
一
二
条
）
を
求
め
、
国
内
に
お
け
る
政
府
の
監
督
（
二
八
条
）
と
、
域
外
の

第
三
国
へ
の
デ
ー
タ
移
転
に
制
限
を
設
け
て
い
る
（
二
五
条

。
そ
し
て
、
加
盟
国
は
、
指
令
の
目
的
を

）

達
す
る
た
め
に
必
要
な
法
整
備
を
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
二
四
日
ま
で
に
行
う
こ
と
（
三
二
条
）
が
求
め

ら
れ
て
い
る

（
加
盟
国
の
履
行
状
況
に
つ
い
て
は
表
を
参
照
）

。

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
特
に
電
気
通
信
分
野
に
お
け
る
個
人
情
報
の
保
護
を
目
的
と
し
て

「
電
気
通
信

、

分
野
に
お
け
る
個
人
デ
ー
タ
処
理
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
一
九
九
七
年
一
二
月
一
五
日
の
欧

州
議
会
及
び
理
事
会
の

指
令

」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
同
指
令
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
対
象

97/66/E
C

（
十
一
）

と
な
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
加
え
、
共
同
体
内
部
に
お
け
る
公
衆
電
気
通
信
網
を
利
用
す
る
電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
係
る
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
に
適
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
（
三
条

、
技
術
的
及

）

び
組
織
的
に
適
正
な
安
全
保
護
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
（
四
条

、
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
及
び
料
金
請
求
に

）

係
る
デ
ー
タ
（
六
条

、
料
金
明
細
（
七
条

、
発
信
番
号
通
知
サ
ー
ビ
ス
（
八
条

、
及
び
電
話
帳
（
一

）

）

）

一
条
）
に
係
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
つ
い
て
定
め
て
い
る

。

（
十
二
）



- 4 -

加
盟
国
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
指
令
の
履
行
状
況
（
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
二
〇
日
現
在
）

加
盟
国

法
整
備
の
状
況

一
九
九
八
年
一
二
月
一
一
日
に
、
「
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
に
係
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
」

ベ
ル
ギ
ー

を
制
定

二
〇
〇
〇
年
五
月
二
六
日
に
、
「
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
に
関
す
る
法
律
」
（
二
〇
〇
〇
年
五

デ
ン
マ
ー
ク

月
三
一
日
・
法
律
第
四
二
九
号
）を
制
定

二
〇
〇
〇
年
七
月
一
日
施
行

二
〇
〇
〇
年
六
月
一
四
日
に
、
法
案
が
提
出
さ
れ
審
議
中

ド
イ
ツ

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
、
バ
ー
デ
ン
・
ビ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、
ヘ
ッ
セ
ン
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
フ

ァ
ー
レ
ン
、
シ
ュ
レ
ス
ビ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
各
州
が
、

指
令
に
従
い
、
新
た
に
デ
ー
タ

Ｅ
Ｕ

保
護
を
目
的
と
す
る
法
律
を
制
定

一
九
九
九
年
一
二
月
一
三
日
に
、

指
令
を
履
行
し
た
法
律
を
制
定

ス
ペ
イ
ン

Ｅ
Ｕ

二
〇
〇
〇
年
一
月
一
四
日
施
行

二
〇
〇
〇
年
七
月
の
起
草
案
に
つ
い
て
、
「
情
報
と
自
由
に
関
す
る
全
国
委
員
会
」と
の
協
議

フ
ラ
ン
ス

段
階

一
九
九
七
年
四
月
一
〇
日
に
、
「
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
に
係
る
個
人
の
保
護
に
関
す
る
法

ギ
リ
シ
ア

律
」を
制
定

一
九
九
七
年
四
月
一
〇
日
施
行

一
九
九
六
年
一
二
月
三
一
日
に
、
「
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
に
係
る
個
人
及
び
他
の
主
体
の
保

イ
タ
リ
ア

護
に
関
す
る
法
律
」を
制
定

二
〇
〇
〇
年
五
月
八
日
施
行

政
府
が
一
九
九
八
年
七
月
に
起
草
さ
れ
た
法
案
を
議
会
に
提
出
予
定

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
法
案
を
議
会
に
提
出

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ

二
〇
〇
〇
年
七
月
六
日
に
、
「
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
」
を
制
定

オ
ラ
ン
ダ

二
〇
〇
一
年
春
に
施
行
予
定

「
二
〇
〇
〇
年
デ
ー
タ
保
護
法
」
を
制
定

オ
ー
ス
ト
リ
ア

二
〇
〇
〇
年
一
月
一
日
施
行

一
九
九
八
年
一
〇
月
二
六
日
に
、
「
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
」を
制
定

ポ
ル
ト
ガ
ル

一
九
九
八
年
一
〇
月
二
七
日
施
行

一
九
九
八
年
四
月
二
九
日
に
、
「
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
」
を
制
定
し
、
一
九
九
八
年
九
月
３

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

日
に
、
「個
人
デ
ー
タ
保
護
規
則
」を
制
定

一
九
九
八
年
一
〇
月
二
四
日
施
行

一
九
九
九
年
四
月
二
二
日
に
、
「
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
」
を
制
定

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

一
九
九
九
六
月
一
日
施
行

一
九
九
八
年
七
月
一
六
日
に
、
「
一
九
九
八
年
デ
ー
タ
保
護
法
」
を
制
定

イ
ギ
リ
ス

二
〇
〇
〇
年
三
月
一
日
施
行

五
ー
二

Ｅ
Ｕ
の
個
人
デ
ー
タ
保
護
指
令
に
対
す
る
米
国
の
対
応
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米
国
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
と
は
異
な
り
、
規
制
が
必
要
と
さ
れ
る
特
定
の
分
野
に
限
定
し
た

セ
ク
ト
ラ
ル
方
式
に
よ
る
法
整
備
と
、
自
主
規
制
に
基
づ
く
取
組
み
を
中
心
に
、
個
人
情
報
保
護
に
必
要

な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
二
五
日
に
発
効
し
た
Ｅ
Ｕ
指
令
は
、
そ
の
第
二
五
条
に
お
い
て

「
十

、

分
な
レ
ベ
ル
」
の
個
人
情
報
保
護
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
国
に
対
す
る
個
人
デ
ー
タ
の
移
転
を
禁
止
す
る

こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
た
規
定
を
、
加
盟
国
が
個
人
デ
ー
タ
保
護
に
関
す
る
国
内
法
の
制
定
又
は
改
正

を
行
う
際
に
設
け
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
加
盟
国
が
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
適
合
し
た
国
内
法
の
整

備
を
行
う
際
に
、
個
人
デ
ー
タ
の
移
転
を
認
め
る
に
あ
た
っ
て
「
十
分
な
レ
ベ
ル
」
の
保
護
に
つ
い
て
判

断
す
る
際
に
は
、
①
デ
ー
タ
の
性
質
、
②
実
施
さ
れ
る
処
理
の
目
的
及
び
期
間
、
③
デ
ー
タ
の
生
成
国
及

び
最
終
移
転
国
、
④
第
三
国
に
お
い
て
効
力
を
発
し
て
い
る
法
律
、
⑤
第
三
国
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
職

業
規
程
及
び
安
全
基
準
な
ど
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

。

（
十
三

）

そ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
個
別
領
域
毎
の
個
人
情
報
保
護
を
目
的
と
し
た
法
律
と
、
自
主
規
制
に

よ
っ
て
対
応
し
て
い
る
米
国
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
要
求
す
る
「
十
分
性
」
の
レ
ベ
ル
に
適
合

す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
米
国
の
方
式
で
は
、
当
該
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
疑
問
視
す
る
見
解
も
多
く
、
Ｅ
Ｕ
と
米
国
間
の
自
由
な
情
報
流
通
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
を
目
的
と
し
た
オ
ム
ニ
バ
ス
方
式
に
よ
る
法
律
の
制
定
が
望
ま
し
い
と
す
る
指
摘
も
な
さ
れ
て

。

、

、

き
た

し
か
し

米
国
に
は
個
人
情
報
保
護
を
目
的
と
し
た
個
別
立
法
が
多
数
制
定
さ
れ
て
お
り

（

）

（

）

十
四

十
五

ま
た
、
民
間
機
関
に
よ
る
個
人
情
報
保
護
に
係
る
第
三
者
認
証
制
度
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
自
主
規
制
も

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
分
野
を
包
括
す
る
法
律
の
制
定
に
は
消
極
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
包
括

的
な
規
制
に
は
よ
ら
ず
に
、
個
別
領
域
毎
の
規
制
に
よ
る
解
決
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
未
だ
に
維
持
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
き
、
二
〇
〇
一
年
一
月
に
召
集
さ
れ
た
、
第
一
〇
七
回
議
会
に
お
け
る
法
案
の
提
出
状
況

を
み
て
も
、
個
人
情
報
保
護
を
目
的
と
し
た
個
別
法
が
多
数
提
出
さ
れ
て
い
る

。
例
え
ば
、
個
人
情

（
十
六
）

報
を
収
集
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
装
置
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利
用
を
規
制
す
る
法
案

や
、
生
徒
の
個

（
十
七
）

人
情
報
の
保
護
を
目
的
と
し
た
法
案

、
そ
し
て
、
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

（
十
八
）

者
の
個
人
情
報
保
護
を
目
的
と
し
た
も
の

な
ど
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
電
気
通
信
分
野
に

（
十
九
）

お
け
る
個
人
情
報
も
、
移
動
体
通
信
を
利
用
し
た
広
告
配
信
の
規
制

や
、
利
用
者
の
個
人
情
報
と
し

（
二
十
）

て
の
位
置
情
報
の
保
護
を
目
的
と
し
た
も
の

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
金
融

、
社
会

（
二
十
一
）

（
二
十
二

）

保
障

、
医
療

、
法
執
行

な
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
個
人
情
報
保
護
を
目
的
と
し
た
法
案

（
二
十
三

（
二
十
四

（
二
十
五
）

）

）

が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
諸
国
の
個
人
情
報
保
護
法
と
比
較
す
る
と
、
米
国
の
制
度
は
性
質
を
異
に
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
保
護
の
「
十
分
性
」
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
以
上
の
よ
う

な
個
人
情
報
保
護
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
指
令
第
二
五
条
に
基
づ
く
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
法
整

備
に
よ
っ
て
は
、
米
国
の
個
人
情
報
保
護
法
制
の
「
十
分
性
」
の
基
準
の
解
釈
次
第
で
、
Ｅ
Ｕ
域
内
に
お

い
て
収
集
し
た
個
人
情
報
を
米
国
へ
移
転
し
て
い
る
企
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
米
国
へ
の
個
人
デ
ー
タ
の
移
転
に
際
し
て
、
明
確
な
枠
組
み
を
定
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
情
報
の
自
由
な
流
通
が
阻
害
さ
れ
る
と
い
う
懸
念
を
解
消
し
な
が
ら

「
十
分
な
レ
ベ
ル
」
の
保
護

、

要
件
を
満
た
し
、
Ｅ
Ｕ
及
び
米
国
間
の
商
取
引
の
促
進
と
発
展
を
目
指
し
て
両
者
の
間
で
協
議
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

六

「
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
原
則
」

Ｅ
Ｕ
及
び
米
国
間
の
協
議
に
あ
た
っ
て
、
米
国
側
が
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
「
十
分
性
」
の
基
準
を
満
た
す
べ

く
提
案
し
た
の
が

「
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
原
則

」
で
あ
る
。

、

（
二
十
六

）

つ
ま
り
、
米
国
が
「
十
分
性
」
の
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
と
っ
た
方
策
は
、
国
内
法
の
整
備
に
よ

る
解
決
で
は
な
く
、
個
別
分
野
毎
の
規
制
と
自
主
規
制
に
委
ね
て
き
た
既
存
の
個
人
情
報
保
護
制
度
を
維

持
し
な
が
ら
、
新
た
な
個
人
情
報
保
護
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
基
準
へ
の
適
合
を
目
指
す
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た

。

（
二
十
七

）

「
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
原
則
」
と
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
要
求
す
る
「
十
分
性
」
の
基
準
へ
の
適
合
を
目
指

し
て
い
る
米
国
内
の
団
体
に
対
し
て
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
と
保
護
に
必
要
な
手
続
き
に
関
す
る
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指
針
を
提
供
す
る
た
め
に
、
個
人
情
報
保
護
の
基
本
事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
い
う

「
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
」
と
は
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
デ
ー
タ
移
転
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
領
域
の
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
に
加
盟
す
る
事
業
者
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
い
う
「
十
分

な
レ
ベ
ル
」
の
保
護
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
な
お
、
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
へ
の
加
入

、

、

。

は
義
務
で
は
な
く

そ
の
判
断
は

加
入
を
希
望
す
る
事
業
者
や
団
体
の
自
主
的
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
る

米
国
側
の
提
案
に
対
し
、
Ｅ
Ｕ
側
は
、
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
原
則
を
、
Ｅ
Ｕ
指
令
第
二
九
条
に
基
づ
い

て
設
置
さ
れ
た
「
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
に
係
る
個
人
の
保
護
に
関
す
る
作
業
部
会

（
以
下
「
作
業

（
二
十
八

）

」

部
会
」
と
い
う

）
に
お
い
て
検
討
し
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
求
め
る
「
十
分
性
」
の
基
準
に
関
す
る
検
討
を
行

。

っ
た

。

（
二
十
九

）

セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
原
則
に
関
し
、
作
業
部
会
が
公
表
し
た
最
初
の
見
解
は
、
一
九
九
九
年
一
月
二
六

日
に
採
択
さ
れ
た

。
本
見
解
に
お
い
て
は
、
合
衆
国
の
個
人
情
報
保
護
制
度
が
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
求
め

（
三
十
）

る
「
十
分
性
」
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
き
、
①
連
邦
及
び
州
の
両
者
と
も
、

デ
ー
タ
保
護
に
は
個
別
分
野
ご
と
の
セ
ク
ト
ラ
ル
方
式
に
よ
る
個
々
の
対
応
と
、
民
間
の
事
業
者
に
よ
る

自
主
規
制
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
る
が
、
作
業
部
会
で
は
、
対
象
領
域
が
限
定
さ
れ
て
い
る
セ
ク
ト
ラ
ル

方
式
に
よ
る
立
法
と
、
自
主
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
自
主
規
制
で
は
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
個
人
デ
ー

タ
を
移
転
す
る
場
合
に
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
十
分
な
レ
ベ
ル
の
保
護
を
与
え
て
い
る
も
の
と
は

考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
九
九
九
年
四
月
の
見
解

に
お
い
て
は
、
規
制
対
象
分
野
を
限
定
し
た
セ
ク
ト
ラ
ル

（
三
十
一
）

方
式
に
よ
る
法
律
と
自
主
規
制
に
よ
る
継
ぎ
接
ぎ
的(

)

な
保
護
法
制
は
、
Ｅ
Ｕ
の
要
求
す
る

patchw
ork

十
分
な
レ
ベ
ル
の
保
護
に
は
適
合
し
な
い
と
の
見
解
を
再
度
表
明
し
た
上
で
、
さ
ら
に
、
セ
ー
フ
・
ハ
ー

バ
ー
に
よ
る
解
決
の
方
途
を
模
索
す
る
方
向
へ
一
歩
進
ん
だ
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
一
九
九
九
年
六
月
に
は
、
合
衆
国
商
務
省
が
公
表
し
た
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
原
則
の
Ｆ
Ａ
Ｑ

ｓ
に
関
す
る
見
解
を
表
明
し

、
Ｅ
Ｕ
及
び
合
衆
国
間
の
協
議
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ

（
三
十
二

）

た

。

（
三
十
三

）

そ
し
て
、
一
九
九
九
年
一
一
月
一
五
日
及
び
一
六
日
に
は
、
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
原
則
の
起
草
案
及
び

そ
れ
に
関
す
る
Ｆ
Ａ
Ｑ
並
び
に
附
属
文
書

が
公
表
さ
れ
、
一
九
九
九
年
一
二
月
三
日
に
、
セ
ー
フ

（
三
十
四
）

・
ハ
ー
バ
ー
原
則
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
デ
ー
タ
保
護
の
レ
ベ
ル
に
関
す
る
見
解

が
表
明
さ
れ

（
三
十
五
）

た
。以

上
の
検
討
を
踏
ま
え
、
米
国
側
が
提
案
し
て
い
た
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
原
則
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に

い
う
「
十
分
性
」
の
基
準
の
要
件
を
満
た
す
と
い
う
「
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
協
定
」
が
、
二
〇
〇
〇
年
三

月
一
四
日
に
、
米
国
商
務
省
と
欧
州
委
員
会
国
内
市
場
理
事
会
の
間
で
合
意
に
至
っ
た
。
そ
の
後
、
同
協

定
の
発
効
に
至
る
ま
で
に
必
要
な
検
討
課
題
が
表
明
さ
れ

、
さ
ら
に
、
両
者
間
の
懸
案
を
解
決
す

（
三
十
六

）

る
た
め
の
交
渉
が
行
わ
れ
た
結
果
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
一
日
に
、
正
式
に
「
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
」
協

定
が
発
効
し
た
。

七

「
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
協
定
」
の
構
成

「
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
協
定
」
は
、(

ａ)

七
つ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
原
則
、(

ｂ)

一
五
の

、(

ｃ)
F

A
Q

s

「
十
分
な
レ
ベ
ル
の
保
護
」
基
準
に
関
す
る
欧
州
委
員
会
の
見
解
、(

ｄ)

合
衆
国
商
務
省
及
び
欧
州
委
員

会
の
担
当
官
の
間
に
お
い
て
交
わ
さ
れ
た
書
簡
、
及
び(

ｅ)

合
衆
国
運
輸
省
及
び
連
邦
取
引
委
員
会
の
所

管
事
項
に
関
す
る
見
解
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
原
則
に
は
、
①
告
知
、
②
選
択
、
③
デ
ー
タ
の
移
転
、
④
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
⑤
デ

ー
タ
の
完
全
性
、
⑥
ア
ク
セ
ス
、
⑦
実
施
と
い
う
七
つ
の
遵
守
す
べ
き
基
本
原
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た

「
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
」
へ
の
加
入
は
、
企
業
の
自
主
的
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
商
務

、

省
が
「
十
分
な
レ
ベ
ル
の
保
護
」
に
あ
た
る
と
判
断
す
る
諸
要
件
を
実
行
し
て
い
る
企
業
の
リ
ス
ト
を
作

成
す
る
こ
と
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
へ
の
加
入
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
と
っ
て
実
効

的
な
法
律
や
規
則
に
従
っ
て
い
る
こ
と
を
、
商
務
省
に
対
し
て
自
己
証
明
す
る
こ
と
に
よ
り
加
入
が
認
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
民
間
機
関
の
運
営
す
る
自
主
規
制
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
セ
ー
フ
・
ハ

ー
バ
ー
原
則
に
準
拠
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
も
、
そ
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ



（
一
）

家
庭
で
の
月
間
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
人
口
（

人
：
推
定
値

，
家
庭
で
の
イ
ン

15,449,563

）

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
可
能
者
数
（

人
：
推
定
値
）

「
二
〇
〇
〇
年
一
二
月

38,639,378
N

ielsen//N
etR

atings

度
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
全
体
の
利
用
動
向
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て
認
証
を
受
け
て
い
る
事
業
者
は
、
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
へ
の
加
入
は
自
主
的
な
判
断
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
加
入
し
た
事
業

者
は
、
そ
の
原
則
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
加
入
を
認
め
ら
れ
た
事
業
者
は
、
原
則
に
定
め

ら
れ
て
い
る
要
求
事
項
を
遵
守
す
る
努
力
義
務
が
課
さ
れ
、
個
人
情
報
保
護
方
針
を
公
に
宣
言
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
個
人
情
報
の
保
護
を
表
明
し
、
適
切
な
保
護
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
表
明
し
た
事
業
者
が
、

そ
れ
に
反
し
た
場
合
に
は

「
不
公
正
又
は
欺
瞞
的
な
行
為
に
よ
っ
て
商
取
引
に
従
事
又
は
関
与

」

、

（
三
十
七

）

す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
連
邦
取
引
委
員
会
法
第
五
条

に
基
づ
い
て
、
連
邦
取
引
委
員
会
（
Ｆ
Ｔ

（
三
十
八
）

Ｃ
）
が
違
法
行
為
の
中
止
を
命
ず
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
当
該
命
令
に
従
わ
な
い
者
は
、
違
反
行
為

一
つ
に
つ
き
、
侵
害
行
為
が
継
続
し
て
い
る
間
、
一
日
当
た
り
一
万
千
ド
ル
以
内
の
民
事
罰
に
科
さ
れ
る

。

（
三
十
九

）

八

む
す
び

米
国
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
要
求
す
る
「
十
分
な
レ
ベ
ル
」
の
保
護
に
係
る
要
件
を
満
た
す
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ

間
と
「
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
協
定
」
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
の
方
途
を
見
出
し
た
。
一
方
、
我

が
国
に
お
い
て
も
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
一
一
日
に

「
個

、

人
情
報
保
護
基
本
法
制
に
関
す
る
大
綱
」
が
決
定
さ
れ
、
全
分
野
を
包
括
す
る
個
人
情
報
の
保
護
を
目
的

と
し
た
法
律
の
制
定
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

前
述
の
と
お
り
、
欧
州
に
お
い
て
は
、
オ
ム
ニ
バ
ス
方
式
に
よ
る
保
護
法
を
中
心
と
し
た
取
組
み
が
行

わ
れ
、
一
方
、
米
国
に
お
い
て
は
、
セ
ク
ト
ラ
ル
方
式
に
よ
っ
て
規
制
の
対
象
を
限
定
し
た
上
で
、
個
別

に
法
律
を
制
定
し
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
民
間
機
関
に
よ
る
自
主
規
制
に
委
ね
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
、
我
が
国
に
お
け
る
今
後
の
保
護
制
度
は
、
欧
州
の
よ
う
な
登
録
制
度
や
監
督
機
関
等
は
設

、

、

、

け
ず

保
護
法
に
お
い
て
は

あ
く
ま
で
個
人
情
報
保
護
に
必
要
な
原
則
及
び
基
本
事
項
に
つ
い
て
定
め

同
時
に
、
民
間
部
門
に
お
け
る
自
主
規
制
に
よ
る
取
り
組
み
を
重
視
し
、
情
報
の
自
由
な
流
通
を
確
保
し

な
が
ら
、
個
人
の
権
利
利
益
を
尊
重
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
我
が
国
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
欧
州
同
様
に
、
オ
ム
ニ
バ
ス
方
式
に
よ
る
保
護

法
を
整
備
し
な
が
ら
も
、
そ
の
一
方
で
は
、
米
国
の
第
三
者
認
証
制
度
と
同
様
の
自
主
的
な
取
り
組
み
も

重
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
発
展
に
対
し
、
包
括
的
な
法
規
制
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
委
縮
効
果
を
回
避
し
つ
つ
、
実
効
性
あ
る
個
人
情
報
保
護
制
度
の
構
築

を
目
指
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

今
後
、
情
報
化
社
会
の
一
層
の
発
展
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関
す
る

手
続
き
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
し
つ
つ
、
情
報
の
自
由
な
流
通
を
確
保
す
る

こ
と
が
、
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
の
問
題
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
と
の
関
係

を
無
視
し
て
論
じ
る
こ
と
も
で
き
な
い

。
そ
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

（
四
十
）

保
護
の
在
り
方
も
重
要
な
論
点
と
な
っ
て
い
る

。

（
四
十
一
）

よ
っ
て
、
情
報
化
社
会
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
を
実
効
性
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
情
報
主
体

が
自
ら
に
関
す
る
個
人
情
報
を
管
理
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
の
技
術
手
段
を
提
供
す
る
と
と
も
に

、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
し
て
適
正
な
手
続
き
を
定
め
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め

（
四
十
二

）

の
実
効
性
あ
る
個
人
情
報
保
護
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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of

（
八
）

personal
data,

E
T

S
N

o.
108.

D
irective

95/46/E
C

of
the

E
uropean

P
arliam

ent
and

of
the

C
ouncil

of
24

O
ctober

1995
on

（

）
九

the
protection

of
individuals

w
ith

regard
to

the
processing

of
personal

data
and

on
the

free

m
ovem

ent
of

such
data,

395L
0046,

O
fficial

Journal
L

281,23/11/1995
p.

0031
-

0050.

（
十
）

Ｅ
Ｕ
の
個
人
デ
ー
タ
保
護
指
令
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
生
成
と
展

開
』
成
文
堂
（
二
〇
〇
〇
）
二
八
五
ー
二
八
八
頁
参
照
。

D
irective

97/66/E
C

of
the

E
uropean

P
arliam

ent
and

of
the

C
ouncil

of
15

D
ecem

ber

（
十
一
）

1997
concerning

the
processing

of
personal

data
and

the
protection

of
privacy

in
the

telecom
m

unications
sector,

397L
0066,

O
fficial

Journal
L

024
,

30/01/1998
p.

0001
-

0008.

（
十
二
）

指
令
の
履
行
期
限
は
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
二
四
日
。
通
信
の
秘
密
の
保
障
の
た
め
に
必
要

な
要
件
を
履
行
す
る
上
で
必
要
な
法
整
備
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
二
四
日
。

U
L

L
E

N
N

T
E

R
N

A
T

IN
A

L
U

SIN
E

SS
U

ID
E

T
O

H
A

N
G

E
S

IN
U

R
O

P
E

A
N

A
T

A

（
十
三
）

C
I

,
B

G
C

E
D

P
L

,
14

1999
.

R
O

T
E

C
T

IO
N

E
G

ISL
A

T
IO

N
(

)

M
ailing

L
ists,

M
ailboxes,

and
The

Invasion
of

P
rivacy:

（
十
四
）

C
raig

M
artin,

C
om

m
ent:

,
35

H
.

L
.

R
.

801,
835

1998
.

F
inding

A
C

ontractual
Solution

to
A

T
ransnational

P
roblem

O
U

S
E

V
(

)

そ
の
他
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
も
は
や
存
在
せ
ず(

)

、
自
主
規
制
に

zero
privacy

see
P

rotecting

よ
る
取
組
み
も
限
界
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る
。

Jonathan
P

.
C

ody,
C

om
m

ent:

,
48

C
.

U
.L

.
P

rivacy
O

ver
T

he
Internet:

H
as

The
T

im
e

C
om

e
to

A
bandon

Self-R
egulation?

A
T

H

R
.

1183
1999

.
E

V
(

)

（
十
五
）

米
国
に
お
け
る
個
別
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
生
成
と
展

開
』
成
文
堂
（
二
〇
〇
〇
）
三
〇
九
ー
三
三
六
頁
参
照
。

H
.

R
.

89,
107th

C
ong.

2001
,

H
.

R
.

347,
107th

C
ong.

2001
,

H
.

R
.

237,
107th

（
十
六
）

(
)

(
)

C
ong.

2001
,

S
.30,

107th
C

ong.
2001

,
H

.
R

.
199,

107th
C

ong.
2001

,
H

.
R

.
113,

107th
(

)
(

)
(

)

C
ong.

2001
.

(
)

（
十
七
）

(
)

（
適
切
な
ラ
ベ
リ
ン

E
lectronic

P
rivacy

P
rotection

A
ct,

H
.

R
.

112,
107th

C
ong.

2001

グ
又
は
告
知
及
び
同
意
無
し
に
、
情
報
収
集
を
目
的
と
し
た
装
置
の
作
成
、
輸
入
、
輸
出
、
頒
布
、
販
売
、

S
pyw

are
C

ontrol
and

P
rivacy

Protection

販
売
目
的
で
の
提
供
、
設
置
、
又
は
利
用
を
禁
ず
る
法
案

、）

(
)

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
利
用
者
の
情
報
を
取

A
ct

of
2001,

S
.

197,
107th

C
ong.

2001

、

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
ソ
フ
ト
を
用
い
て
取
得
し
た
情
報
を
、
当
該
利
用
者
以
外
の
第
三
者
に
提
供
す
る

際
の
要
件
に
つ
い
て
定
め
た
法
案

。）

（
十
八
）

(
)

（
営
利
目
的
で
学
校
が
生

S
tudent

P
rivacy

P
rotection

A
ct,

S
.

290,
107th

C
ong.

2001

- 8 -

M
J.

C
&

I
.

L
.

1,
12

1999
.

A
R

S
H

A
L

L
O

M
P

U
T

E
R

N
F

O
(

)



（
十
九
）

(
)

（
イ
ン

C
onsum

er
Internet

P
rivacy

E
nhancem

ent
A

ct,
H

.
R

.
237,

107th
C

ong.
2001

C
onsum

er
O

nline
P

rivacy
and

D
isclosure

A
ct,

H
.

R
.

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

、）

(
)

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
収
集
さ
れ
た
個
人
情
報
を
保
護
し
、
そ
れ
ら
の
収

347,
107th

C
ong.

2001

集
及
び
利
用
に
対
し
て
情
報
主
体
に
よ
る
一
層
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
保
障
す
る
た
め
の
規
則
を
連
邦
取
引

委
員
会
に
要
求

、
(

)

）O
nline

P
rivacy

P
rotection

A
ct

of
2001,

H
.

R
.

89,
107th

C
ong.

2001

（

の
対
象
外
の
人
物
か
ら
取
得
し
た
個
人
情
報
を

C
hildren's

O
nline

P
rivacy

P
rotection

A
ct

of
1998

保
護
し
、
個
人
情
報
の
取
得
及
び
利
用
に
つ
い
て
、
情
報
主
体
の
一
層
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
保
障
す
る
こ

U
nsolicited

C
om

m
ercial

E
lectronic

M
ail

A
ct

of
2001,

H
.R

.95,
107th

C
ong.

と
を
目
的
す
る
法
案

、）

(
)

（
頼
ま
れ
も
し
な
い
電
子
メ
ー
ル
か
ら
、
個
人
、
家
庭
、
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・

2001

プ
ロ
バ
イ
ダ
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
案

。）

（
二
十
）

(
)
(

無
線
通
信

W
ireless

T
elephone

S
pam

P
rotection

A
ct,

H
.

R
.

113,
107th

C
ong.

2001

を
利
用
し
て
、
テ
キ
ス
ト
又
は
画
像
を
用
い
た
商
用
の
広
告
を
配
信
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
法
案)

。

（
二
十
一
）

(
)

（
移
動
体

W
ireless

P
rivacy

P
rotection

A
ct

of
2001,

H
.

R
.

260,
107th

C
ong.

2001

通
信
利
用
者
の
位
置
情
報
を
取
得
す
る
際
に
、
利
用
者
の
同
意
を
要
件
と
す
る
た
め
の
法
案

。）

F
inancial

Inform
ation

P
rivacy

P
rotection

A
ct

of
2001,

S
.30,

107th
C

ong.
2001

.

（
二
十
二
）

(
)

（
二
十
三
）

(
)

（
双

S
ocial

S
ecurity

O
n-line

P
rivacy

P
rotection

A
ct,

H
.

R
.

91,
107th

C
ong.

2001

方
向
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
社
会
保
障
番
号
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
個
人
識
別
情
報

の
利
用
を
規
制
す
る
法
案

、

(
)

）Identity
T

heft
P

rotection
A

ct
of

2001,
H

.
R

.
220,

107th
C

ong.
2001

（
個
人
識
別
符
号
と
し
て
の
社
会
保
障
番
号
の
高
潔
性
を
保
護
す
る
た
め
、
連
邦
政
府
に
よ
る
統
一
的
な

識
別
番
号
制
度
の
創
設
及
び
他
の
政
府
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
を
識
別
す
る
た
め
の
基
準
の
策
定
の

禁
止
を
目
的
と
し
た
法
案

。）

（
二
十
四
）

(
)

（
遺
伝

P
rotecting

C
ivil

R
ights

for
A

ll
A

m
ericans

A
ct,

S
.

19,
107th

C
ong.

2001

子
情
報
の
保
護

。）

（
二
十
五
）

(
)

L
aw

E
nforcem

ent
O

fficers
P

rivacy
P

rotection
A

ct,
H

.
R

.
199,

107th
C

ong.
2001

（
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
を
改
正
し
、
法
執
行
官
個
人
の
記
録
及
び
情
報
の
秘
密
を
保
護
す
る
た
め
の
法

21st
C

entury
L

aw
E

nforcem
ent,

C
rim

e
P

revention,
and

V
ictim

s
A

ssistance
A

ct,
S

.16,
107th

案

、）(
)

（
法
執
行
官
の
守
秘
義
務

。

C
ong.

2001

）

C
om

m
erce

Secretary
W

illiam
M

.D
ailey

H
ails

（
二
十
六
）

T
he

U
.S

.
D

epartm
ent

of
C

om
m

erce,

M
ar.

14,
2000

.
U

.S.-E
U

"Safe
H

arbor"
P

rivacy
A

rrangem
ent(

)

（
二
十
七
）

合
衆
国
商
務
省
が
、
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
原
則
及
び
Ｆ
Ａ
Ｑ
を
、
一
九
九
八
年
一
一
月
四

T
he

U
.S

.
D

epartm
ent

of
C

om
m

erce,

日
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
協
議
が
具
体
化
し
た
。

<
I

n
te

r
n

a
tin

a
l

S
a

fe
H

a
r

b
o

r
P

r
iv

a
c

y
P

r
in

c
ip

le
s

>
http://europa.eu.int/com

m
/internal_m

arket/en/m
edia/dataprot/new

s/harbor3.pdf

（
二
十
八
）

作
業
部
会
に
お
け
る
検
討
は
、
①
個
人
デ
ー
タ
保
護
の
た
め
の
規
則
の
規
定
内
容
に
関
す

る
検
討
、
②
そ
れ
ら
の
適
用
に
あ
た
っ
て
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
の
仕
組
み
、
の
二
つ
の
側
面
か
ら
実

G
raham

P
earce

&
N

icholas
P

latten,

施
さ
れ
て
い
る
。
同
部
会
の
機
能
に
つ
い
て
は
、see

,
O

rchestrating
T

ransatlantic
A

pproaches
to

P
ersonal

D
ata

P
rotection:

A
E

uropean
P

erspective

22
F

I
L

.J.
2024,

2029-2030
1999

.
O

R
D

H
A

M
N

T
'L

(
)W

orking
D

ocum
ent

on
T

ransfers
of

personal
data

to

（

）

二
十
九

D
ata

P
rotection

W
orking

P
arty,

.,
A

dopted
on

24
third

countries
:

A
pplying

A
rticles

25
and

26
of

the
E

U
data

protection
directive

July
1998.

O
pinion

1/99
concerning

the
level

of
data

protection
in

（

）

三
十

D
ata

P
rotection

W
orking

P
arty,

the
U

nited
States

and
the

ongoing
discussions

betw
een

the
E

uropean
C

om
m

ission
and

the
U

nited

,
A

dopted
by

the
W

orking
P

arty
on

26
January

1999.
States

G
overnm

ent

- 9 -

S
chool

Im
provem

ent

徒
か
ら
個
人
情
報
を
収
集
す
る
際
に
、
事
前
に
両
親
の
同
意
を
求
め
る
法
案

、）

A
ccountability

A
ct,

S
.158,

107th
C

ong.
2001

,
E

ducational
E

xcellence
for

A
ll

L
earners

A
ct

of
(

)

(
)

（
ス
ク
ー
ル
・
レ
ポ
ー
ト
に
、
特
定
の
生
徒
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
事
項
の

2001,
S

.7,
107th

C
ong.

2001
記
載
を
禁
止
す
る
法
案

。）



- 10 -

O
pinion

2/99
on

the
A

dequacy
of

the
"International

（
三
十
一
）

D
ata

P
rotection

W
orking

P
arty,

,
A

dopted
Safe

H
arbor

P
rinciples"

issued
by

the
U

S
D

epartm
ent

of
C

om
m

erce
on

19th
A

pril
1999

by
the

W
orking

P
arty

on
3

M
ay

1999.

O
pinion

4/99
on

the
F

requently
A

sked
Q

uestions
to

（
三
十
二
）

D
ata

P
rotection

W
orking

P
arty,

be
issued

by
the

U
S

D
epartm

ent
of

C
om

m
erce

in
relation

to
the

proposed
"Safe

H
arbor

A
dopted

by
the

P
rinciples"on

the
A

dequacy
of

the
"International

Safe
H

arbor
P

rinciples",

W
orking

P
arty

on
7

June
1999.

W
orking

docum
ent

on
the

current
state

of
play

of
the

（

）

三
十
三

D
ata

P
rotection

W
orking

P
arty,

ongoing
discussions

betw
een

the
E

uropean
C

om
m

ission
and

the
U

nited
States

G
overnm

ent

A
dopted

on
7

July
1999.

concerning
the

"International
Safe

H
arbor

P
rinciples",

D
raft

International
S

afe
H

arbor
P

rinciples
-

N
ovem

ber
15,

1999;
D

raft
F

requently

（
三
十
四
）

A
sked

Q
uestions

-
N

ovem
ber

15,
1999

F
A

Q
s

1
to

15
,

S
um

m
ary

of
A

rticle
25.6

D
ecision;

(
)

L
etter

from
D

avid
A

aron
to

John
M

ogg
transm

itting
safe

harbor
principles

and
F

A
Q

s
etc.

-

N
ovem

ber
16,

1999;
L

etter
from

John
M

ogg
to

D
avid

A
aron

transm
itting

the
A

rticle
25.6

D
ecision

etc.-
N

ovem
ber

16,
1999.

O
pinion

7/99
on

the
L

evel
of

D
ata

P
rotection

（
三
十
五
）

D
ata

P
rotection

W
orking

P
arty,

provided
by

the
"Safe

H
arbor"

P
rinciples

as
published

together
w

ith
the

F
requently

A
sked

questions
F

A
Q

s
ans

other
related

docum
ents

on
15

and
16

N
ovem

ber
1999

by
the

U
S

(
)

A
dopted

on
3

D
ecem

ber
1999.

D
epartm

ent
of

C
om

m
erce,

O
pinion

3/2000
on

the
E

U
/U

S
dialogue

concerning

（
三
十
六
）

D
ata

P
rotection

W
orking

Party,

,
A

dopted
on

16th
M

arch
2000.

the
"Safe

harbor"
arrangem

ent

15
U

.S
.C

.
45

a
1

.

（
三
十
七
）

§

(
)
(

)

15
U

.S
.C

.
41-58,

as
am

ended.

（
三
十
八
）

§
§

S
afe

H
arbor

E
nforcem

ent
O

verview
-

F
ederal

and
S

tate
"U

nfair
and

D
eceptive

（
三
十
九
）

P
ractices"

A
uthority

and
P

rivacy-
July

14,
2000

.
(

)

T
he

Internet
and

the
L

aw
:

P
rivacy

in
the

D
igital

（
四
十
）

Jerry
B

erm
an

&
D

eirdre
M

ulligan,

(
)

に
お
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会

A
ge:

W
ork

in
P

rogress,
23

N
L

.
R

.
549,

569-582
1999

O
V

A
E

V

に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
の
あ
り
方
と
し
て
、(

Ａ)

通
信
及
び
情
報
の
場
所
に
係
わ
ら
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
の
た
め
の
一
定
の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
、(

Ｂ)

個
人
デ
ー
タ
の
取
得
時
に
お
け
る
法
的
保
護
、

(

Ｃ)

個
人
デ
ー
タ
の
取
得
を
情
報
主
体
が
制
限
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
技
術
手
段
の
開
発
を
促
進
す
る

こ
と
、(

Ｄ)

商
取
引
の
過
程
に
お
い
て
情
報
主
体
が
個
人
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

規
則
の
確
立
及
び
技
術
の
開
発
、(

Ｅ)

専
門
的
知
識
の
提
供
並
び
に
制
度
的
な
仕
組
み
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

研
究
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
に
関
す
る
政
策
立
案
に
有
用
な
情
報
を
提
供
す
る
た

め
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
の
組
織
を
設
置
、(

Ｆ)

政
府
に
対
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
中

心
的
な
役
割
及
び
唯
一
の
保
護
者
と
し
て
の
役
割
を
期
待
し
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

F
red

H
.

C
ate,

,
32

C
.

L
.

R
.

877,
879-891

（
四
十
一
）

P
rinciples

of
Internet

P
rivacy

O
N

N
E

V

(
)

に
お
い
て
は
、
政
府
の
情
報
関
連
政
策
の
立
案
過
程
に
お
い
て
尊
重
す
べ
き
原
則
と
し
て
、(

Ａ)
2000

比
較
衡
量
の
重
要
性
、(

Ｂ)

情
報
の
自
由
な
流
通
、(

Ｃ)

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
意
義
、(

Ｄ)

損
害
の
概
念
、

(

Ｅ)

自
助
努
力
の
尊
重
を
あ
げ
て
い
る
。

（
四
十
二
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
お
い
て
は
、
情
報
主
体
が
不
知
の
う
ち
に
様
々
な
個
人
情
報
が
収

集
さ
れ
る
局
面
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
人
が
認
識
で
き
な
い
手
段
を
用
い
、
無
断
で
個
人
情
報
を

The
Im

pact
of

収
集
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
技
術
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
説
と
し
てJulia
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